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財団法人骨髄移植推進財団

理事長 正 岡 徹

■本件に関するお問い合わせ：財団法人 骨髄移植推進財団 担当：折原、橋場
（電話)： 03-5280-2200

骨髄移植推進財団では、12月17日にバクスター社から欠品に関する一報を受け、その緊
急的対応について、以下の４点を基本として、厚生労働省および日本造血細胞移植学会と
協議を重ねてまいりました。

①骨髄採取キットの供給が滞ることがないようにすること
②患者さんや採取施設に対して費用面で迷惑をかけない（負担増とならない）ように
すること

③血縁間・非血縁間の骨髄採取について一体的に対応すること
④万一採取施設で新たに書類作成等の手続きが必要な場合においても、その負担は
最小限とすること

このたび、バクスター社製品に代わる代替品の調達について、１月28日、バクスター社が
バイオアクセス社製品の製造販売承認申請を行いました。今後、国において承認手続きが
鋭意進められます。これにより、バクスター社製品が欠品となる前にこれに代わるものとし
てバイオアクセス社製品が供給される見通しです。また、社会保険診療報酬上の扱いは、
現行のバクスター社製品と同様となり、患者さんや採取施設へのご迷惑はかからない見込
みです。血縁、非血縁一体での対応となります。
また、バイオアクセス社製品の調達については、すでにバクスター社において、バイオアク
セス社に対し日本向けに600個のキットを確保しており、近日中に日本に入荷を予定してい
るとのことです。
以上により、採取施設の先生方、患者さんにはご心配をおかけしましたが、代替品の調達
により今後はご安心いただけるものと存じます。
なお、バクスター社製品の在庫は、1月28日現在47個であり、少なくとも2月の骨髄採取予
定分については血縁、非血縁を問わず確保可能です。採取施設におかれましては、2月お
よび3月の骨髄採取予定が確定しましたら、早めにバクスター社へ発注をお試みください。
キットが入手できない場合は、下記の当財団相談窓口にご相談ください。バクスター社製品
について必要な調整をさせていただきます（当財団では、相談体制を充実すべく、1月26日
に「骨髄採取キット在庫相談窓口」を開設いたしました）。
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